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宮城県内 14 町村に居住する 40 歳から 64 歳までの全地域住民を対象として、生活習慣に関す
る質問票調査を実施した。41,747 名を解析対象者とし、婚姻状況を「配偶者あり」「死別・離別」
「未婚」の 3 群に分け、「配偶者あり」に対するその他の群の自殺死亡リスクと 95％信頼区間を
性別ごとに Cox 比例ハザードモデルを用いて推定した。 
18年間の追跡の結果、146 名（男性：106名、女性 40名）の自殺を観察した。男性における自
殺死亡リスクのハザード比（95％信頼区間）は、離婚・死別では 2.86(1.43-5.70)、未婚では
1.57(0.67-3.64)だった。女性では、離婚・死別では 0.62(0.19-2.03)、未婚では 1.10(0.15-8.04)
だった。 
日本の前向きコホート研究において、死別・離別を経験している男性に自殺死亡リスクの増加
がみられた。一方、女性では同様の関連はみられなかった。男性の社会的な孤立を防ぐことが日
本の自殺率の低下に寄与すると考えられた。本研究は自殺率の高い日本における婚姻状況と自殺
死亡リスクの関連を明らかにしたものであり、公衆衛生上の意義も大きい。 
よって、本論文は博士（医学）の学位論文として合格と認める。 
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